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主催：明石市、明石市立文化博物館、神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター、日本陶磁協会明石後援会

開館時間：AM9:30 ～ PM6:30（入館は閉館の 30 分前まで）　　　
観覧料：大人 200 円　大高生 150 円　中小生 100 円
（20 名以上の団体は 2割引　高年手帳等（65 歳以上）・障害者手帳提示にて半額）
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２０１２年９月８日 土 ～２３日 日      月曜日休館
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［交通アクセス］
電車／ＪＲ・山陽電車明石駅より北へ徒歩５分
車／第２神明大蔵谷出口より南西へ 10 分、
　　第２神明伊川谷出口（東行きのみ）より南へ 10 分

［駐車場（有料）］
１時間につき 100 円、1時間未満の端数は
１時間とします。駐車場数は 32 台です。
※公共交通機関、または近隣の有料駐車場
　（地図参照）をご利用ください。
※マイクロバス等でのご来館は、
　事前にお問い合わせください。

【講演会】「黒田家文書「日記」からみえる幕末の明石藩」
日　時　９月 15 日（土）　14:00 ～ 15:30
講　師　前田結城氏（神戸大学大学院学術推進研究員）
会　場　文化博物館２階大会議室
受　付　9月 4日（火）9:30 ～　（先着 80 名電話受付）
　　　　TEL　078-918-5400　明石市立文化博物館

関連イベント

同時開催　「江戸時代のやきもの」展
　黒田家旧蔵資料にも明石焼、
舞子焼といった地元のやきもの
が数多く含まれていました。そ
こで今回は、日本陶磁協会明石
後援会の協力により、それらの
一部とともに、江戸時代に兵庫
県内の諸窯で作られ、現代まで
伝世してきた個人コレクション
を中心とした陶磁器を約 50 点
展示いたします。
　また、県内で現在活躍してい
る陶工の作品も併せて紹介いた
します。 「赤石」印付明石焼片口碗（黒田家旧蔵資料）
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第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
よ
る
焼
失
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
、
江
戸
時
代
明
石
藩
に
関
す
る
歴
史
資
料
は
あ
ま
り
多
く
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
は
明
石
藩
史
研
究
を
進
め
る
う
え
で
大
き
な
障
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
四
年
六
月
に
旧
明
石
藩
主
の
松
平
家
な
ら
び
に
旧
明
石
藩
家

老
の
黒
田
家
に
ゆ
か
り
を
も
つ
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
伝
来
し
た
た
い
へ
ん
貴
重
な

資
料
一
式
を
明
石
市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
工
芸
品
、
美
術
品
、
古
文
書
な
ど
そ

の
数
は
お
よ
そ
一
七
〇
〇
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
今
回
は
、
受
贈
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
比
較
的
保
存
状
態
の
良
い
物
を
中
心
に
速
報
展

と
し
て
展
示
し
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
の
明
石
藩
の
動
向
や
明
石
藩
主
な
ら
び
に

藩
士
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

葵紋入朱塗小長持（松平家旧蔵資料）

繰半月前立兜（黒田家旧蔵資料）

嘉永 7年 2月明石藩江戸屋敷日記（松平家旧蔵文書）

慶応 4年黒田長保日記（黒田家旧蔵文書）

金地漆研出鞘脇差と葵紋付刀掛台（黒田家旧蔵資料）

〒 673-0846　明石市上ノ丸 2丁目 13番 1号　TEL.078-918-5400
http://www.akashibunpaku.com


